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fナム

はじめに

川l進墨氏J土，台FνJ1945年ιt1ri:J復帰後n［：業化

展開過程を，第 l閣のようなきわめてユニークな

司により前肢にまと〈りケれた（； 1 'o ｝：作i：内1J:r公

ぷ企業でより，bとli',JPキ；斗強制蓄諸機構Jを；小してL、

る。すなわち，工業化の基縫である電力 8::'.'，アメ

') I］援助fこfヒる技1,1:1・資金に／｛＜frし復供、 発巌さ

・Lt", ~.－｝J，戦前からの特産物である砂絡により外

伐さかせE仏がら， ごJ）他σ）輸入fl;:柊ft'.Jl業をま））

興させて付き，ほlのlriJ心jl］かボすような段階的発

股がなされていっ穴 その過程においていl民政

t(j、および行政府（，：q1心とする公営部門が、有力

宮高 関

A: ' ；＇ル V・, H：先f)l'f'-Jj位点 Cl(・/fi J 

c：輸入代替的拠点 。：継起的拠点

30 

な か が ね か つ じ

I [ ！兼和沖次

なかっ安全な資本醤積機構として中心的役割を巣

して米たのである。

しかしこの図は，台湾の工業化展開過程をシ且

ーマとして理解するのに役立つが， またそれ以上

のものでもない。われわれの当面の関心はこの劉

モデノレをu、かに数盤的に把えるか，にある。同時

に， 二山歩jモヂルを台湾経済の発展E二戸／レとして

見るときに， そこにどのように農業部門を組みこ

むか， Aミ問題仁ふる。 この二つの問題，要約村t

ば， f,i勾経済発展過程を産業構造の変動，とくに

農.l.問係との関連で数量的に把握するととは、 uと
して’点Mなこととはなく， )Ji法論（fl]i，二も未開1'.fiな

分野を数多く合む。本論でとりあげる産業連関論

的解釈t，したがってそのfこめの序論的性絡をも

つものと言わざるをえないο それは何よりも産業

連｜引火J）静態的性格iこ涼iた！？る。台湾におい亡本

格的なj車！事！表が作られたのU:196,1年表以降であり

〔Ii2 ），上述の劉モデノレを検証するのに，「投入係数

の安定性j を坂定するなら別だが，時期的な遅れ

を感ぜざるをえない。しかし， そのような困難さ

はあゐにせよ，劉モデノレを単なるシェーマ以上の

ものとして理解するためには，産業連関分析は一

つの有力な補助手段になりえよう。

この小論では， Iで感応度係数，影響力係数か

らみた台湾の産業構造を劉モデ、／レとの関連で見，

II ・cずと ltを上旬 ・JM細分fr,Lた逆行手f]0円：J部門分

解分析を：行なう υ



Ⅰ　感応度係数と影響力係数
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ホ ドよ含Lつ＂I＇（／作業 lこ：1たっこ J，当UI究所統口｜在日電

子検算諜の桜井秀方氏，早瀬保子氏，および明治大宇大

手院 'i11井優c/j ＇！ ご協力にJ感謝したい。

(d 1) 「工殺の股開通程JC日本， Ill ~f著書『イI f.'i経

済総合研究』，下丘、，アジア経済研究所， 1968年〉。

C' 2) f、＂命では 1964年表（55産業， E荒争翰人！盟〕

をmいる。ここで，台湾 l乃産業遊関表のこれま℃ j）「i

j占；事巳lilこつL、l i‘ft－：汁きfこし、

(l)J郎然変「台持経済的投入産出関係J,i剖際経済合作発

見委日夕（以 n圭合会と略〉経済常刊之一卜五， 1961年

(1954'123部円安〕。

(2）李主主輝， 議t華経中， :f.友剣「台fl農業与主主他経済制i「＇］

1渇聯之；，r+rj・J （『i'IHJ中辺土工業J，本15''tl,21己， 1961

年） (1955年の農業部門を中心とした 9総門安）。

。）JI＇＋英「 J,: :r'.J五十：fI主台湾バ業関聯よ 1,1964＇.ド筏合

会第三処未出版報告（1961年表〉。

(4)1可日・熔「府内経済之投入産出併究JC『l’i[i！中¥14之コ二

点』，冶30巻 5,; , 196iH) （これλハト論で十【illしたらか。

なお1964年夫v>;t下紺｜なf'li成方法については，

(5）炉？？会綜 （；t正J斉設 H i .1・. 1午小ill.者..：「JJ:;l•IA十 :1な許可

紋人ff:tll火之編製J，経合会経済:l:IIJ之λI・Ji'., 1968'<1-

Y参Wlコ

((i)l966ij辻、（自主＇ft輸入＇L 76脱衣部門）も frI点心 aーく

いるが，作成）｝店については ,k発Po

I J必此；皮係数とお長争奪））係数

産法if関表ど産業構造の説明に用いる場ii'，通

常「原料循環」の観点から i淡々な）j法でなされる

〆 i.l ＼ここで：Jまず， 台湾の各産業の特性企知る

ためにラスムッセンの感応度係数と影響力係数合

凋べて九る。周知の上うに， J長応度係数とはレオ

ンテ｛エブ逆行刊係数を D=[di;〕，産業数 nと

山 き （件、dijザサXlOOで影響力係数と

はいdひやか100で表わされ古Ii者が第 1産業

内他産業の需要lこ対する感応の度合を示し，後者

は他産業の生産への影響の度合をポしたもので両

許の組み合iせにより，各産業の特性!J＇，.かなり明

催にとらえられる円第 l表に！%11fft湾の！＞§；応［－｛，

影響力係数を主とめてみた。 ここから・般的；こ，

ヱネルギ一関係は影響力がノトさく， しかし感応度

の高いものであり，加工度の低い，最終需要指向

型であるものは感応度も影響力も低い。また，カ11

工度が比較的高く， かっ最終需要志向型のものは

影響力は高いが感応度は抵く，加工度が高く中間

財的色彩の比較的強いものは両係数とも高い。

次に以上の感応度係数，影響力係数を 314'［＼門に

それぞれ帰悶させてみる。すなわち，全産業を公

営部門を除く非農業部門（ここにはサーピスいれ、っ

ているが，仮りに「民間工業部門jと名付けておく），

公営部門，および農業部門〈林業，漁業も含む〕の

;3部門に分け，それぞれ第 I, II，国部門とする

Ci2 )o このように分けるのは，劉モデルを部門聞

の迷院！という側面を入れて把握しなおすためであ

る。そのうえで，

第 i産業の沼k間感応！立＝（手。判×／ω

背〕i尚業川；百I!I ベ予lij／~
ここで Ilkは第k部111］ぴ〉産1業数を表jJし（111I n,-1-11,, 

弓ニn），第 i産業がその感応度の何%を第 k部門に

上るのか， 't/:二第Jili'i.業は l~I しょのM':-i，の泌響力を

第ん部門に与えるのか調べてみる。経済が後進

1'(J，あるいは工業｛じの程度が低いほど部r'm¥1のねi

E独立性が強まり（したがって「ブ口ツク独立」の似

向が強くなり），また当然のことながら，各産業で

workablity propertyをもち，逆行列の対角要

素 dii>1であるから，「部門感応度jにせよ，「部

門影響力」にせよ，自部門のそれはほとんどが

50%以上になっているはずである。それゆえ問題

は，第 k部門に属するある産業がどれだり他の部

門に感応し， また影響を与えるのか，ということ

に帰若する。

第 2表にその結果；が，j弓占れている。そこから，

m1 古111111 に／パ、て，五：E去lll''J の需要にj~昆：度の高

3r 
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その／til!I金属
(Tl. 2/92. 5) 
そのflil斉i＞む
(71 . 9/HS. 6) 

JJ，金属鉱
(69. 0／日1. 8) 
111., Wf 
（川 2;81.8) 
セメ〆ト
(6.1 5川CJ.3)

50～ GOI 

い産業t立、石炭，その他化乍1司品， 機！炎、 立気機

械，その他サ、ピスの各産業ポあげられ、 :r;m部
門の需要に感応度の高いものに， その他食11'11飲料

があげられ，また，第IIt~ll11J の生！京i,<i·削Jに I台iu、出

響力をt, ) ・1' ,,') ：，ニJP金),cf,Ji};. {} )j主調IJまHヲ ょの他

化学製i¥r',, L: ／ント・ f1,J1'V11＇，守ガラス・ l11J1'~M,

32 

その他金属製品，鉄舗，などの諸産業があり，）；

Ill :'111いjに高い影響力をもつものに，パイン缶など

の食品関係，製材・合板，皮革・同製品がある。

祝日者j¥flljにr内、ては，第 I部門の需要に高い感

l心：！吃；，＿.もつも山に，金属鉱， .｛i社！1・天黙ガス， frl;

私ii'' { j油製品、山)J，運輸の各！主業が，第llll'¥l¥lllj
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のそれに高u、感応度をポナ躍識として，化学肥料

がある。一方，影響力を見ると，第 I部門に対し

ては塩を除く各産業が 10%以上の値を示し，なか

でも金属鉱，化学肥料，アルミ『運輸はお%以上

crJ影響力を第 I部門仁付しても J yている。それに

にして，第E部門に対してl士、 yレ桁，タパコの2

瑳業ポ高い割合の影響力を与えてし、る。

最後に第E部門についてみると，第 I部門の最

終需要に感応する割合の高いものに，農産加工原

料，林業，その他があるが，前2者はそれぞれ50%

以上の高い感応度を第 I部門；二年iして見せ， その

Jノきの強さを示LてL、る 弔口部門について

第 2-1表民間工業部門（ I ）の部門別感応度・影響力

（単｛立：%）

｜感応度｜影響力

部町 I lrrlmlrlrr ｜皿
産業 ｜ ｜｜  ｜｜  

10石炭I77 .3119到 3. 3 87 . 21 9 . 51 3 . :1 
14 非金属鉱I94.91 a.削1‘382.6116.610.8 
M パ f ン缶＇ 100.01 01 075.91 9.5114.6 
17 －；，ツシュルーム缶i100.0 OI 0167.81 6.8125.6 
l片その他食品・缶討沖00科O272.71 8.9118.4 

'.)l ｛「 成調味料り•1 A. 0 .4 0 .182.9112.31 4.8 
22 その他食品・飲料. 78 71 1120 164.0I 8.2j21.s 
'.!3 人造・合成繊維 96.712.0 1.]93.915.31 0.8 
'.!4 紡 織i 附何＂・＂ 4.?84.21 4.611.3 
25 製材・ 合板I912 7.ο1.8J70.2J 7.522.3 

26 木・竹・鯵等製品I95.0I I.913.180.911.6111.5 
27 パノレプ・紙・同製品｜ 88.31 9.31 2.486.0111.71 2.4 
28 皮革・同製品I100.01 01 011 .11 4.8118 .1 
29 ゴム・同製品I93. 91 s.a1 o. 790. 3f 6叫 3.1
:n医 薬品I96.81 2.01 1. 290. ll 7.剖 2.1

32 プフスチアク・同製品
34 その他化学製品
：：らセメ ント
:lli ］，メント製♂l

37 jf ラス・同製 Jl,
u その他非金属製.fr,
:19鉄鋼
40 鉄銀製 ,fr,
4:J その他金属製品
44機械

45 電気機械
46 輸送機械
47 その他製造業
48 土木・建築
54 その他サーピス
55 分類不明
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第 2-3表農業部門（ill)

1感応！変！影響カ

務 J 再－，II II I ill i I I II I班
01 米 116.714.9l78.4ll4.2lll.lj74.7 
ω その他普通作物 l23.5l1.5l74.9ll3.0; 9.677.4 
03 砂糖キピ 110.2125“Ol64.7il4.o:12.z73 .8 
04 幾産加工原料 155.417.4137.lilZ.引7.579.8
怖その他園芸作物 114.6[0.3!85.lil7川 9.0?3.3

0“ 月家 I 4. 71 o. 9i94 .4¥16. O'. 4.380.6 
W その他斉産明.8[0 5げ0.7,17.04.778.4 

::~ ft 菱 i5g ：~： g:1:it!t~J1tnt~ 
；土砂11,i[キピボ高く， それが第区部門の砂糖工業に

大きくた右されることを表わしている。また，影

響力については，第I部門に対して一般に高く，

農業内の各産業（製品〕が第I部門の食品関係各

産業に大きな影響力をもっととがわかる。

以上の検討を先の劉モデ、／レとの関連で整理しな

おLてみよう。まず，工業化の基盤となるヱネル

ギー源，とくに電力〈および運輸〉が台湾で整舗さ

hる。その意味は第1表と第 2-2表の高い感応度

係数で表わされる。

次に，「先行的拠点」としての輸出財砂糖，パイ

ン缶が成長するが，両財は単なる外貨獲得機能を

もマ〉ばかりでなく，第21, 2表の第頂部門への高

L、影響力が示すように，少なくとも 196il年の段階

3.3 



Ⅱ　逆行列の３部門分解分析
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では設業部F

た。 ここから焼業部門が， 工業化のための賃金財

供給のみならず， 外貨獲得，それによる外出から

の資本財輸入のための原料供給基地として工業化

を衷から支えることになる。第九段階として「輪

入代幹的拠点」としての肥料， 紡織などの産認が

1950年代後半に拡大して来るが，そのうちとくに

および紡織は他産業への影習も大きいだけ肥料、

でなく，農業部門への影響がとりわけ強かった。な

かでも m~料は良業生産力の拡大とともに， それへ

の投入を通じて化学系工業の進展を促す効果をも

っていた。 最後に「継起的拠点」として石油，合

板 プラスチヴケなどの諸工業が勃興するか， 予

」

れらはほとんどが感応度の高い産業であり， かァコ

第 2去で明ら力、になった主うに， L;/1部門内部で

誘発，波及しあう性質の産業であり， 前2段階が

農業部門との間連性が強かったのに比して， ニモ if) 

直接，間接の影響から脱し始めた工業化のー簡を

表現しているようであるわそして各段階を通じて，

劉氏が「強制者積機構j としてその性質を均定し

た公営部門i産業が， それを原料循環の側面で見

るII民り， 工ぎた化の基盤を作るか（とくに，電力，J遅議

と石油〕，あるいは，農業部門と民間工業部門を結

びつける重要な仲介的存在としてあった（とくに肥

料， 1沙精）ことを追加的に指摘できる。

(lt. 1) たとえば宮沢健 m ・「低開J＆同と産業迷関分

Ur」（相原緩『アジア関.'Jcf主命の諸1::1日』，アジアれ t斉

研究所， 1967牛）参照。

〈注2) 「公営部門」の定義を，中央，省，（および

地方）政府♂資本がその昨＼宅の全資本 半分以iを：，当

i）午か（たとと tt砂糖の台間給業公＂ j），中央， ＇t;J；よ

ぴ地方の行政機関がそ Y）綾業の大部分を独出的に運営

jるものと Jう乙，統員j[’t'.Jに分離てぎんし、ものが2・〉る

u：とえばτj,f-1サーにλ）ので，」勺心促度迄，：i.11fJに

なるのもやむをえない。林業もこの定義から言えば公

；セ：日：門に入》l公ければだらないのだが（森林の約8割

34 

Lt 林務 1.,J1f~；である）， 空襲業部門｝）通常のHt定に論；ぃ，

農業部門に入れ換えである。

II 逆行列の 3部門分解分析

この章では第 I～直部門の白部門内波及効果

をさらに細かく分割し，純枠に自部門内で発生す

る波及効果と他の部門の生産投入活動を経由する

ものとに分解して調べてみる。 ζの手法は Ghosh

〔I.EJ ）に始まり，宮沢〔d2）により完成されたレ

オンティ工 7逆行列の 2部門分解分析を応用発展

させたもので， この2部門分解は宮沢自身〔紅3〕，

おにびMiller山内こより地域連関におりと：,;i地域

モデル’に拡大さ ;j1,, 1地域3部門では山田・井原

3部門分解には宅計算は(ii' 5 ）により完成された。

筏雑になるが， 2部門分解では明らかにされなか

った第3部門との「交流関係jが明らかにされ

ると同時に， 2部r11分解分析をも実質的にある程

度カバーするという有利さがある。 i最初にまず，

3部門分解されたレオシティエフ逆行列を整理

し， その個別の経治的：m:味を r~J らかにしておく。

ヒ記と同じく， 公営部門を除くその他工業部門

〔ここにサービスも含まれることは前述した） ある

いは「民間工業部門」ーーを第 I，公営部門を第II,

足業部門を第理部門とすると，投入係数行芽ljAは

A JA,1 A,, .A"¥ 

I A21 A,2 A2a I 
¥,1a, A,, Ao, I 

lnlじく，レオンティエブ逆行列 D＝〔I AJ-1は，

D= /Du D,2 D,a ¥ 

ID,, Dzz D23 I 

¥Dai DιDa" / 

と表わされる。

時い…＝（；）として

X= (I-A)-1／から



1971010037.TIF

（恥D,
X2岱 D2,f,+D22f.+D2孔fa ( 
X3=Do1/1十Dad,+D叶fa

(l-A)X=fから

J (l-A11)X,-A,2X,-A,sX円 Ii
l -A,X,+(I-A叫X2-Ac:,X,-二五

どis:X1-A32X2+(I-As,) X，λ 

I ） 

／）‘えムれ，（2）を解いて（1）と対応させることにより

l!ij (i, jニ1,2,3）が求められるりそのさい第荷部門

を起点にして見るかにより， 3穏の形式的には異

なった解が得られ，それらは 3王いに等しいことが

説明されるが， ここでは第血部門から見た場合の

ものついて，結果のみを示す。

［）＂ニ B,+B1A,2M,2A"'B'I B,A【マU"'AげB1+B1A,2

λI, ,S2aD.,Sa2M, 2A目 n，斗βA,:il!;;,S.,Jf,2A,1B1十

JJ,11,2Af,,S,.D33A3,B, 

/)I_ ,B,A,,A-f，，十B,A,,,,¥f,S_,I)_,S，λfはトB,A,,

n,S32Af,2 

D2, =M12A2,B，トλf12S2,DaaSa2ル1,2A21R,

ートλf12S211Da,Aa,B,

n，，＝九f,2! ,H12S2aI>aaS,,ll/12 

n，：円R,A,,n，， トR,A,2M,,S,aD日

n" Da,Aa,R，十D33S:1,Jf1,Ac:H,

I>,, AらS,,D::a

]), , ~ DaaS12l'<f12 

こで， B,=(/-ilu)', Ii，イI.1,J ', 

M12,., (l-R,A,,R,A12） βa 

S2a=A,,+ A21R,A" 

Sa,=A,2－トA_,,B,A,,

（：；） 

をそれぞれ表わす。 Bi，んは官沢教授のいう第 I, 

第H部門各々の《部門内乗数》を示し，その部門

11す部の波及，連関効果を示すO ま／こ 1¥112i土，宮沢流

i二百えば「第E部門内部での波及かじ直接，間接に

第 I部門生産を通じて誘発される第E部門での波

及の総効果jであり， （I-B2A,,B,A12)Iは第H部門

の「外部乗数」と呼ばれるものに等しい。その「外

部乗数」は第 I, II部門生産の連関の程度を示し

ている。 s,,（またはS:12）は，第国（第II）部門の物

的役入iこもとづく第I部門の生産活動によって，

問姥1'rJに誘発される第IIC第隠れ川HJの物的投入

明 m 鋪2項の A21B1A1a(A31B1A12) －－－－，および第

旧（策日）部門への第IIC第ill）部門の直接的物的

投入一一第l項A23(A32）一ーの合計を示している。

Dijの各項の意味を探るために，次のような連

関間金用いると便利であろう。最も複雑な Duの

みをとり出すと，《内部乗数》 B1を除き，第2項

以下は第2図のような関連を表わしている。

、：》

第 2 関

⑤ 

③ 
④ 

fむ
A" 

CEタ
A,, 

主＂
ιJ T、－＇T、

＠ ＠ 
A,, A,, A,, 

，ー【守【ー『『「b

Ct主） i～⑤は D11の第2～第G項をおのおの示す。

－；土移f-!-Jl.i.を表わし， B，など Aijの肩につけた行

列IJ, Aij に帰属する〈誘発波及効果を合む〉行

列である。

例として闘の①，②（したが・って D11の，第2, 3 

項〉をとり出して，その意味を考えてみる。

「l、i: B,A12M,2A2,B, 

R1A,,D"Aa,B1 

①は，第 IJ',41F号の内部渡及が誘発する第口部門の

投入（A2,B，） が，直接間接に第 I部門生産を通じ誘

発する第H部門の波及効果 （M心を通じてもたら

される第 I部門の投入を生み（A12M1ふそれがは

ねかえって第I部門の内部に波及する総効果を表

わしている。一方②は①でいう第2部門の代りに，

話車部門合誘発・波及の経由点としてとった場合

にあたふ。したがって窃は，民間工業部門と公営

3ラ
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ん部門のある産業が，他部門の影響を受けずに同

部門の他の産業の需要にどの程度感応するのか，

その部門内での相対的大きさを表わしたものであ

と見ることができ， また一方③は民間工業部門と

農業部門のみとの聞の相互波及，依存を表わす格

効果と見ることができょう。無論，それらは民間工

業部門内の波及効果を細分したものtこすぎない。

＠～⑤〔したが。て Dnの第4～6項〉はあまりに

も複雑すきに その経済的意味をとらえることは難

しい。（3）の Dij各項についてすべてとり上げるに

依存を主交わす緯効果部r司のみとの聞の相互波及，

その部門の中で平均以それが 1以上のとき，
，
 

M
Hノ

他の部門に影響されない感応度をもっとと

を表わし， l以下なら平均以下， 1のとき平均の，

阿部門内だけの波及効果にもとづく lei］部門他産業

問じように部門内影

上の，

は紙幅の関係ヒ無理であるし，

竺とでt土木論の関係上必要な項のみを計算

また大きな意味も

なL、。

してみよう。

付表：iに， BどDの対応する要素て、とtこ苦手jった

への感応度を表わしている。

他部門の

同部門の

響力比率とは，第走部門のある産業が，

生産，投入に全く影響されることなく，H各部門の部門内Bi/ Du,, B2/ D22を掲げ，第 I, 

Z与
、唱他の産業の生産にどの程度影響を与えるのか，どの程度自己の内部波及にび〕総波及効果のうち，

の部門内での相対的大きさを示したものであり，
宮沢教授により《内部波及率》と名付よるのか，

I以下であるにしたカ

あるいは平均以下平均，

1 ' 

その部門内で平均以上，

での｛広が 1以上，二の杭の高いもの

他の部門の影響を全く受けることなしに，

間接にも自部門内だけで波及効果を惹き起

けられたものを計算してある。

ほど，

｜直接，
の他産業への影響力をがしてヤる。

第3表にまとめ f》れてUる。

以｜：の結-WJ土

その他食品・

皮革・問製

逆に部門内感応度

電気機

この内

部波及本を見るにけでは，個々の産業の全体の 11r'l

部波及」の大きさを知る三とはできなしら

しかし、どごしていることを表わしている。

第 I部門において部門内感応度比率の高いもの

にパイン缶以下の食品関係があり，

飲料を除き全て1.05以上の値を示し，

たとえ

どちらがよば，石炭と非金j潟鉱の間産業の間で，

セメント・！11］製占／1も高U、。宇lj然としない。そ

第 I, 

I）強い内部波及率をもつのか，

こで次のような操作を施こすことにより，

ロ
11[1, 

ガラス・同製品，

その他サービスがある。総じて，

第 2表と比較すれば，自部門感応度（ 1-1表の I

の列〉の高いものほど部門内感応度比率が高い。

比率の低いものに石炭，

減，事郵送機械，第E両部門の内部波及の大きさを計算してみるつ

いま， B1または B2の第 ij要素を bij,Du ：また

はD22の第詰要素を dijとすると，

部門内影響力比率を見れば，逆に食品関係が低く，

石炭は高い。それ以外に，その他食品・飲料，製

ガヲス・同製品， その他金属製品が低

人造・合成繊維，

材・合板，

（品川lt.｝~い）岬プbjj/I ?bij nkj=l nt i 'Jc ;cl ,= jτ 

( 1 nk 1 nk nk ) nk … x dii! , x x dij I×I仰 'I:dij/ r r dij 
＼河島：j=l n晶子lJ二 1 ／ Jτi i= J工

は Bkだけの感応度係数と Dkkだけの感応度係数 そプラスチック・同製品，く，

ここで

も第 L表と比較して，自部門影響力 C1-1表の I

の列〉の高いものほど，部門内影響力比率の高い

の抱サーピスなどが高い｛直を示している。(k=I, II)の比率を示し，これを部門内感応度比率

と呼ぼう。同様にして部門内影響力比率を，

のように定義できる。部門内感応度比率とは，

以下

第

弔6
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を， iヰび劉モデルとの関連で見れば，第 I部門と第

III部門の仲介的役割を強く荷•）てし、た第 II 部門の

中でも，とりわけ肥料産業i土、第H部門内の総波

及効果 (I九三）に ~sL、てさえ，他部門の前要， 4.i部こ

間抜的に影響される部分が大きかサた，す！.d〉ち，

肥 料 1－－：；長は第 I, III r,r.I部門の生産活動を中間投入

；けとして直接， 間接にも結びつけてし、ることを示

Fをする。その意味から，単なる「輔i入代替的拠点i

/IJ{[(1] 1J: ,;/1日もとれる。 としてあげるよりも，「継起的拠点j としてとり上

；右；1 1去か t，，第H部門において、 古l¥P'l内感 ；ずたJJが， ll寺期，その直接に負わされた役割を男lj

J.t：皮比ギ山 r•,':j ＜，、もび） iこ， il11i，タパコのI手伝票と， lこすれば，より実質に即していると言えるc

ヴス・ !KJ丘ゴ）公常事業宅それにアルミ WJちがあり， 次に，（3）の D11第 3』瓦 B,A13DaaAa,U1の各要素

J!t!に電力は極端に低Lイi良を示し，そのほか化学肥 を／）11の対応する要素で害1］り，第 I部門の部門内

料、石油製l山、運輸も ll下でしかなL、。これを 総波及効果（D，，）のうち，どの程度第111部門である

第 I-2｝ミE比較すると，第 ii百円のようなはほ え業部門のみから影響を受けるのか調べてみる

正確な対J.C::がなL、ことに気〆｝（。 ーか， ~I＼内内影 （付表 5)o この表の中には100以i二の｛底をとるいく

響力比名にずパ、ては． ノゲ属~t. f/1;持、 i臣、化学J!E つかの要素が見うけられるが， それを文字通りに

料、，，，し通1，川A JP、I；ど／こ I ）ーこれは~＼ I 解釈すれば，部門内総波及のうち，第III部門の生

ゴ友（＇I !'1 :',1; /!1］：；巳轡 ）） 〔IIの列）山大三 3とほほえI I'(,:, '!1ι要を介するものが極端に大きく，｛也のプロ

店、 Lて、、＇J' 令休止して見ると、公）；i;i【i¥fllJil':IでifG セスのどれかでそれを棺殺し， そのプロセスの対

111]1 可 t_i.:；、！とl虻比久 [i,Ul；響力tヒ仁~.ともに i 以干な 応する要素が負となっていることになるが，凶拾

の，t4Eトト二けであおことが注口されら。 この事実 h：入による誤差の累積も含まれているので， はっ
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iii.く，通信の第（1）欄 1.004はiJl:j捨／.1.入による誤差

の累積にJ.V5くものと思われるむしたが／》ど，第II

土D'.1の依

直接，間接に第 I

そしてそれをホう

郎11守内の総波及のほとんどが，

部ドヲ生産を通tて誘発される。

ヂリと ι
各！rUfe ＞部門内総波及のうれ出I!l{(il内

その結束在行，

にfr計し喝

のみの);l;;';(yを壬ける割合のftilを：見ると（；；｛； 4ぷ〉

きりしたことはごえなし、。

実は先述した第百部r11の！外

n11qミ数j；こより日ぼ決定されているととがわかる勺

ノレ L判IIかく見ると，
わずかほとんどが 1＇；；，以下であることが Jy治、る。

公封印門は農業部門と民間工業企こ二［.・：才，v、て、
に感応！主似ljjfuにおし、てその他食Mi飲：￥1(7.9%）が，

I :-r企業ff！＼門 i び）］セケ11¥1 f「するJ1,t'h1Jfτ負い＇）＇ Jも
い1Z(:, 7%) !,i］製品、影翠；；力側面におL、てが、制、

1すiヅーどして，少なく土木 1%4年の段献では‘
l（間工・t:mr1可（｝） 鴻門戸、j総波ii'；円立っちり支であ灯、

）えにおける （＇！； 茶山門♂〕t,；担iのノト与さを指し｛切るこ

とができるc

と／；えそうである。

(;J: 1) A. Ghosh，“ Input-Output Analysis with 

Substantially Indenpendent Groups of Industries," 

Fconometrica, Vol. 28, No. 1 (1960). 

イヒ♂） lよ盤会71三）1止してし、／：＂.，

民間工業部門と公穴部門と

そのことを

それはi主に言えは、

の聞の比較的強い結t，関係を；立味し、
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（注 2) 官沢健一「経済構造の連関分析」，東洋経済

新報社， 1963:ro

（注 3) 「地域開花’主連関分析u，拡充」（『i二｜；本経荷

} ）地域通関分析』， Ii本経済新聞IL1967'!）。

(H 占） R. E. Miller，“Interregional Feedback 

Effects in Input-Output Models: Som巴 Preliminary

Results，” The Regional Scie町、eAssociation Papers, 

Vol. 17 (1966). 

Ci七5) 111 m rr；之・ JI: /¥Ji健雄「1/('¥' i1E l¥llの 3ぶ門分

割モ 7ーん」（『経済論店主.JI,1966年）。

来iiびにかえて

はじめに断ったように， この小論は台湾産業構

造研究の一つの視角からする序論でしかない。劉

モデ、ルのシェーマに触発された農業部門一一公営

再［I門一行一民間工業部門という 3部門分割による部

門間依存・交流関係， およびそれを通じての工業

化過程の分析も， あくまでも「原料循環」の視角

に立ったものでしかなかった。家ljモデルに含まれ

る｜資本蓄積」という視角を入れて，部門間の交

流関係，工業化の展開過程を見るならば，同じ産業

i車関分析を用いるにせよ， さらに違った分析手法

を芳えなければならない。それはおそらく動学的

連関体系を採用することになろう（ただし，台湾で

は資本係数行列はまだ作成されていない〉。

部門分析では， それ以外に部門聞の資源移転分

析がある。これはとくに農・工両部門聞の純資源

移転量の動きを社会会計表上の受取・支払の変化

ととらえ，開発過程における農業部門の役割を問

題意識の中心にすえる。台湾については石川，李，

史などの研究がある（il1〕。これにより農工聞の交

易条件の変化が明示的にとり出すことができ，フ

ェイ＝ラニスの開発モデルιJ2）と台湾の経験とを

結びつけて論じることも可能になる。さらに，農

工間資源移転を産業連関体系の中で処理すること

もできるであろう。

いずれにせよ，この小論でとり扱った単なる「原

料循環」からする部門分析を超えて， より広い角

度から台湾のこの約 20年間の経験を眺めるなら

ば，開発論または「後進国」の資本蓄積理論にか

なり豊かな示唆を与えるものと思われる。

（注 l〕 石川滋「開発過程の農工間資源移転」（『経

済研究』，第17巻 3号， 1966年〉。

S. Ishikawa，“Net Resource Flow between Agricul-

ture and Industry，＇’ in Economic Development in 

Asian Perspective, Chapter 4, Kinokuniya Book-

store, 1967. 

T. H. Lee，“Int冶rsectoral Capital Flows in the 

Economic Development of Taiwan 1895・1960，＇’

Occasional Paper, No.11, Cornell University, 1968. 

史済情「台湾農業資金対経済発展之貢献」（『台湾銀

行季刊』，第20巻第 2期， 1970年〉。

このうち， Leeの論文は石川教授の方法論を台湾の

各年次に応用し，膨犬なデータを駆使して推計したも

のだが，得られた結論は両者で全く逆になっている。

史論文はかなりラフな推計にもとづき，理論的にも大

きな問題がある。

(il. 2〕 J.C.H. Fei and G. Ranis, ＇‘Development 

of the Labor Surplus E氾onomy目 Theoryand Poli-

cy," Richard D. Irwin, Inc., Homewood, Illinois, 

1964.なお本論文固として，最近の台湾の「農業危機」

を，フェイ＝ラニスモデんとの関連でくおよび石川｜，

学問教授の前記論文で披われた農工間資源移転推計を

絞近』こまでづ｜き延ばすことにより）検討するつもりで

あったが， ll!ir.lJと資料力制約で果たせなかった。次！日l

に科ちたい。

39 



付表

1971010042.TIF

付表 1 B,=(r--A,i) ' 

10 I 14 16 ! lJ I 18 i 21 

10石炭 I 1.00回 I 0.0338 ! O.Ollili I 0.0105 0.0150 ! 0.0229 
14 非鉄金川 ｜仰の10 I 1.ornθ1 0.0028 I 0.0011 I 0.0020 i o.叩23
16 パイン加 ｜ け り I o.o i 1.00町 i o.o I o.o i o.o 
17 マッシュルーム街 I 0.0000 I 0.0000 I 0.0000 I 1.0065 0.0000 I 0.0000 
18 その他食品缶詰 I 0.0001 I 0.0000 I 0.0000 I 0.0000 1.開154 I 0.0003 

21 合成調味料 I 0.0000 I 0.0000 I 0.0000 I 0.0010 o.印刷 1 1.0008 
22 その他食品・飲料 I 0.0009 I o.o的 s I 0.0003 I 0.0004 0.0402 I o.0976 
23 人造・合成繊維 I o.oo田（ 0.伺06 I 0.0009 I o.ooos 0.0001 I 0.0013 
24 紡 雑誌 I 0.0021 I o.0044 I o .0062 I 0.002s o .oo必 I o .oos:3 
25 製材・合板 I 0.1010 I 0.0160 I o.ooss I 0.003s 0.0063 I o.oos1 

26 木・竹・簸等製品 ｜ （）（刷1 I o.加05 I O.OOSl [ 0.0041 J (l.0081 I 0.伺22
27 パルプ’・紙・同製品 I o.omo I o.oo3s I 0.062s I 0.021ち 0.02β7 I 0.0238 
28 皮革・同製品 I o.o崎0 I 0.0000 I 0.0001 I 0.0000 I 0.0000 I o.棚 0
2CJ ゴム・同製品 I 0.0005 I o.加06 I 0.001:1 I o.似泊6 (l.00的 i 0.0002 
:H 医 薬 品 I o. 例制 1 0.（削1 I CJ. or川i I o.0036 o. 0008 I o. 0013 

32 プラスチック・同製品 ！ （｝川1s I o.0013 I 0.0021 I 0.0015 o.oorn I o.0079 
J4 その他化学製品 I u.0211 I o.0380 I o.orns I 0.01加 0.02m I o.1s21 
35 セメント I 0.0005 I 0.0010 I 0.0008 I o.0005 0.0007 I 0.0005 
36 セメント製品 I o.削01 I 0.0001 I 0.0002 I 0.0001 0.0002 I 0.0001 
37 ガ ラ ス ・ 同 製 品 I 0.0002 I 0.0002 I o.o削2 I 0.0011 0岨ooos I o. 0009 

38 その他非金属製品 ｜ 0“0014 I o.倒的｜ 0.0030 I 0.0011 0.0022 I o.oosg 
39鉄鋼 I o.閃43 I 0.0843 I o.3140 I 0.1143 0.2044 I 0.01n 
40 鉄鋼製品 I 0.0112 I 0.0550 I 0.21出 I 0.11回 0.1197 I 0.0056 
43 その 他 金 属 製 品 I 0.011s I o.oos5 I 0.0102 I o.0053 0.0064 I 0.002s 
44機械｜ り.0145 I 0.0115 I O.Ol4:l I 0.0112 り.OH防 I o .0079 

4G 電気機械：りrmo I 0.0005 i 0.0010 I 0.000ゆ り削Il i 0.0006 
4時輸送機械 • 0.0047 I 0.0046 ! 0.0010 I o.側臥 O刷 08 ! 0伺 11

そ の他製造 r り0024 I 0.0031 i o.oorn I 0.0013 0.()(11ら j 0 0013 
48 土木・建長 I o内閣 1 o.()(>37 I o.ooso I o.0046 I 0.0069 i o伺 46
はその他サービス (J. 0139 I o.0843 ! o. z:3：悩 i 0.12四 0 2584 i け 1412
日 分類不明 。（問1 I o.伺 06 : 0.0012 I 0.0010 I o.oi11s ! o.0064 

•..•. ! .. ~.証一一市古 一 j6.…「－~ア~－十一39- -

10石 炭
14 非鉄金属
16 パイ ン 缶
17 マッシュルーム缶
18 そ の 他 食 品 缶 詰

21 合 成競味料
どこその他食品・飲料
23 人造・合成繊松
江紡 続
出製材・合｛及

川木・竹・藤等製品
己7 パルプ・紙・同製品
28 皮革・同製品
29 ゴ ム・同製品
31 医 薬品

32 プラスチック・同製品
34 その他化学製品
35 セ メント
36 セメント製品
37 ガラス・同製品

部その他非金属製品
目鉄 ;if 
40 鉄銀製品
,j:J その 他 金 属 製 品
44機悦

4S 電気機械
46 輸送機械
47 その他製造業
48 土木・建築
54 そ の他サービス
55 分 類 不 明

0.0433 
0.0128 
0.0 
0.0000 
0.0002 

（）伐lOl
0.0166 
0川20
0.0123 
O.OI29 

0.0096 
0. 0273 
0.0000 
0.0005 
0.0α）7 

0.0159 
1.5827 
0.0011 
0.0001 
0.0035 

0.0189 
o o:-n6 
0 0078 
0.0107 
0 0157 

0.(1{)(}7 
0.0035 
0.0043 
0.0062 
0.1300 
0.0042 

40 

0.0905 
0.0524 
0.0 
0.0000 
0.0001 

0.0()()0 
0.0004 
0.0009 
0.0053 
0.0123 

0α)05 
0.1347 
0.0001 
0.0005 
0.0002 

0.0015 
0.0172 
1.0007 
0.0001 
0伺01

0.0143 
0.0467 
0.0143 
0α〕57
0.0243 

I o払0.0017 O.OOll 
0.0029 
0 .1143 
0.0024 

0.0441 
0.0499 
0.0 
0.0000 
0.0001 

0.0000 
0. 000:l 
0.0006 i 
0.00:-i:1 
0.01:u 

0.0010 
0.03品1
0.0004 
0.0008 
0.0002 

0.0019 
0.0161 
0,2373 
1.0071 
0.0002 

(l.0209 
0.3527 
o.os:is 
0.0090 
0.022K 

(). 0017 
0.0043 
0.0023 
0.0070 
0.2380 
0.0023 

0.0230 
0.0151 
0.0 
0.0000 
0.0004 

0.0002 
0.伺 18
0.0015 
0.0036 
0.伺 70

0.0022 
0.0401 
0.0000 
0.0008 
0.0010 

0.0033 
0.1670 
0.0007 
0.0001 
1.0005 

0.0117 
0.0212 
0.0059 
0.0029 
0司0109

0.0006 
0.0015 
0.0016 
0.0061 
0.1120 
0.0115 

0.1805 
0.0654 
0.0 
0.0000 
0.0000 

0.0000 
0似）07
0.0006 
(l. OO:i8 
0.0294 

（）.。007
0.0061 
o.。。ω
0.0005 
0.0001 

0.0015 
0.0476 
0凶 96
0.0002 
0 0005 

1.0637 
0.0317 
0.0076 
0.0093 
O.OB品

。.0014
0.0042 
0.0027 
0.0101 
0.1516 
0.0013 

お

氾

叩

ω
∞
邸
前
幻
向
山
船
出
∞
間
山
山
山
白
日
山
閉
山
田
河
口
岨
明
朗

H
M
m
n
回
目
お
ロ

即
位

0
帥

叩

岬

岬

情

的

目

崎

mwmmm
∞
但
叩
∞
印
刷
山
川
世
他
的
伺
崎

mwω
∞
日
∞

向
日
山
リ
ハ
リ
内
リ
ハ
リ
ハ
げ
内
リ
ハ
リ
ハ
け
内
り
ハ
り

n
u
w
A
u
n
U
A
U
nリ
ハ
り

n
u
h
U
Aリ
ハ

り

つ
d

A円
ハ
リ
ハ
V

A
り

A
H
凸
リ

Aり
日
り

A
U



1971010043.TIF

I ？立 , :z:4 21 
I 0.0100 I 0.0094 I 0.0112 I 0.0045 
I o.仰 12 I 0.0019 I 0.0012 ! 0.0009 

i 0.0 I O O I 0.0 I 0.0 
0.0000 I 0.0000 I 0.0000 1 o.o佃0
o.0005 1 0.0000 I 0.0001 I 0.0000 
0.001] 
l.096fi 
0.0045 
0.0293 
0.00,17 

0.0023 
0.0090 
0. （）（）（川
O似〕o:l
0.0014 

0.（ゆ2:-J
0.0180 , 
0.0006 
0.0別1
0.0014 

0.0013 
0.0130 
0.00-tl 
0.。017
0.0049 

0.0007 
0.00Hi 
0.0009 
0.0055 
o. mo? 

I o.oopr, 

｜二－40__ ~. 

o仏142
0.()119 
0.0 
0.0000 
0. 0(~)1 

0.0001 
0‘OOOfi 
0.ll013 
0 .007fi 
0.0110 

0.0019 
0 00向9
0.0000 
0.0042 
0.0003 

0.。。73
0.0391 
0.0009 
0.0似）2
0.0伺 4

0.0111 
1 filPl 
1.2105 
0.0419 
0.0,)98 

0.0018 
0.0020 
0.0072 
0.0084 
0.'.:'744 
0.0032 

。（｝α）（）

0.0018 
1.4683 
0.（目）67
0.0045 

0.0013 
0.1576 
0.0000 
0.0028 
0.0001 

0.0027 
0. 1611 
0.0005 
0岨0001
0.0005 

0岨0030
0.0279 
0.0042 
0.0036 
0.0172 

0 OOOfi 
0. 0::）日）
0.0014 
0.0042 
0 UOl 
0 'lK)09 

0.似）（）I)

0.0016 
0.2054 
l .6037 
0.0037 

0.0017 
0.0347 
(l.0010 
0.0020 
0目0003

0.0154 
け.0840
0.0005 
0.0001 
礼町）（）：1

0.0018 
0.0263 
0.007:i 
0.0042 
0.0099 

0.0021 
0.006,1 
0α）21 
oα）47 
0.2057 
0.002:'i 

O.OOf)() 
0.0061 
0.0004 
0.fl021 
1.0:,% 

0.0008 
0.0078 
0.0000 
0.0002 
0.0001 

0.00!):3 
0.05018 
0.0005 
0.0001 
0.0002 

0.0022 
0.0205 
0.0047 
0.()()[ ¥I 
0.0048 

0. 000!'; 
0.001 .i 
0.0()()7 
0.004:l 
0.1831 
0.0011 

2§ 

0.0054 
0 00]1 
(). () 

0.0000 
0.0000 

0 0伺0
0.0019 
o.oo:i:-i 
0.0252 
0 .21i87 

1.0132 
0.008:-l 
() ()()()() 

0伐の6
0.0002 

0.0104 
0.0455 
0.0制）7
0.0002 
0 00017 

0.0016 
0.08持5
0.0171 
（！りの67
0岨0062

O.OOOfi 
（｝｛｝（削吊

0.0012 
0.00fi4 
0. 220'.l 
I). ()()1() 

45 

0.01:15 
0.00:-18 
0.0 
0.00似1
0. 0001 

0.0001 
0.0008 
0. 0021 
（）.。14:1
0.0068 

0.0047 
0.02:=!4 
0.0000 
0.0130 
0.0008 

0.。727
0.0639 
0.0008 
0,0()()4 
0.。110
0.0115 
0.328β 
0.0579 
0.0914 i 

0.0362 

1.0970 
0.0012 
0.0018 
0.0059 
0.2ll48 
0.0031 

27_ 

0.0334 
0.00:17 
0.0 
0.0000 
0.0001 

0.0000 
0.0027 
0.似）59
0.044lJ 
0.0141 

0.0016 
1.5986 
0.0002 
0. ()()()(i 
0.0002 

0 .0077 
0.1159 
0.0009 
0.0002 
0.0001 

0.0073 
o. 0:124 
仏似｝57
りα）81
0 .019:l 

0.0018 
（）.伐)lll
o. 0019 0α）79 
0.2:-l'.l8 
0.0021 

0.021:l 
() .（沿37
0.0 
0.0附0
() .（治00

0.0000 
0.0007 
0.以〕30
0.0224 
0.0322 

0.0014 
o.009n 
0.0007 
0.0789 
0.0001 

（）.伺42
0.0413 
0.0017 
0.0003 
0.0020 

0.0066 
0.3225 
0.0682 
0.0325 
0.1405 

0.0042 
1.0328 
0.0062 
0.0069 
0.1890 
0.0013 

p

叫

J
I
n
u
－

－

G
H
F
U
3
9
4
0
7
i
1
6
4
1
i
4
1
7
1
1
1
0
1
9
0
2
3
6

P
0
2
0
0
0
0
0
日

6
0
5
0
0
0
2
0
0
0
0
3
、h
4
8
8
リ］

0
4
4
1
3

ゆ一例∞
omw
∞
帥
∞
∞
∞
∞
∞
∞
∞
帥
∞
飢
師
∞
∞
∞
∞
叫
四
回
目
飢
∞
∞
∞
∞
国
ω

4

・
白
リ
白
り
凸
リ
ハ
u
h
u
A
U
nり

n
U
A
H
Aリ
ハ
リ
白
り
内
リ
ハ
リ
凸
U

A
り
凸
り
白
り
白
り
白
リ
ハ
り
凸
り
凸
u
y
i
A
V
Aリ
ハ
”
白
リ
白
リ
白
リ
ハ
υ

0
1
0
4
7
8
9
1
6
3
2
2
7
3
8
2
4
2
0
0
1
0
3
2
5
1
9
3
 

明
州

0
側
湖
側
…
酬
明
明
側
側
一
働
側
側
一
明
制
仰
酬
明
一
明
断
川
崎
州
州
側
伽
即
断
一
期
仰

の
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
り

0
0
0
り

o
o
l
o
o－
Q
O
O
り
り
。

一
一
つ
J

n

d

A

O

－－

一一
μ
M
加
∞

つF
S

円
リ
内
リ
ハ
リ

h
U
内
U

一一。川川

一

一

日

汐

パ

ア

以

内

リ

の

A

－1一u
r
m

∞∞

一3
0
0
0
0
0

一一

0
0
0
0
0

一9
一
一
川
崎
側
側

2

0

0
ハ
H
O
O

－一
0
0
0
0
0

一

｝

凸

M
u
o
n
A
U
唱

i

n一
鵬
例
。
剛
一
側

一

一

ハ

リ

凸

り

A
リ
ハ
V
Aリ

0 .（）（的。
0.0014 
0.0045 
0.0340 
0.003'l 

0.0017 
0.0092 
1.178:l 
O.n:ll~, 
0.0003 

0.02L'. 
0.1310 
0.0008 
0.0似）2
(). ()()(I心

0.0055 
0.012品
0 .00'.!7 
0.。（｝己9
0.0062 

0.0017 
0司OOOi-i
0.001-1 
0.0079 
o. a680 i 
（）（附Iii

() （）（ゆ0
0. 0029 
0.0411 
0. 3185 
0.0057 

0.0024 
0.0177 
0.0002 
し：-l915
0:0003 

0.α）（） l 
0.00:1汐
0.0013 
0.00印
0.0294 

0.0082 
0.0499 I 

り.0000
（｝制）68
1.3360 

0. 0207 ' 0. OHi:l 
0 2057 0. 22% 
0 . 0007 i O . 0006 
0.0001 I O.O?Ol 
｛｝（ゆ05 ! O.O:-l9'l 

0 .0293 0 .0048 
0.0808 ! 0.0177 
1).0116 I 0司0054
0 ()10（）り.00:1°1
0.0120 I 0.0077 

0. 0007 I O. 0007 
0.0031 0α)lリ
0.0016 I （）α＞：m 
o . 0039 I o . 0055 
0.0687 I 0.19fifi 
0り012 ' 0.00010 

0 . 0000 
0.00日1
0.0047 
0.0347 
り.0067

0.0086 
0.0210 
0. 0000 
り0ο37
0.011 :~ 
1β208 
(). 5~；日1
（）旬。似）7
O.OOOL 
0.0016 

O岨007/i
(). 0240 
(I. ()()4() 

0. ll 126 
0.014:i 

()0011 
() 0り17
り.0025
O.OO:i5 
0.18:)2 
0. 002fi 

54 55 
i 句、一一一一一

0 .()(131 I o. 0121 
0.0011 I o. 0448 
0.0 I 0.0 
0.0000 I 0.0010 
0 .O(lOl I O. 0:166 

0.0001 I o.0172 
0.0収）2 I O. 0050 
0.0010 1 o.m割06
0.0059 I 0β055 
0.0060 I 0.2023 

0.削 25 I 0.0212 
0.0128 I 0.0178 
0.0000 I o.伺∞
0.0006 I 0.0051 
0.0003 I o.0823 

路
側
州
側
協
閣
制
削
減
脳
協
州

内
げ
日
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
り
ハ
リ
ハ
H
A
V
A”
凸
リ
凸
円
ハ
リ
日
リ
凸
U
Aリ
’
i

41 

2
4
0
3
1
0
3
9
6
3
7
0
1
7
R
6
4
9
7
9
3
1
2
7
 

τ
A
今
b

A

リ
白
v

n

V

1よ
句
ム

A
噌

q

U

1
ム
凸
3
A
V
Tム
凸
u

n
リ

η’
q
u
Q
d
oり

a
u
q
d
A宮
内
リ
ヮ
“

8
3
5
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
3
9
2
1
7
1
2
2
1
 

4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
9
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
 

ハ
け
ハ
円
ハ
リ
ハ
”
ハ
リ

A
O
Hり
れ
リ
ハ
H
Aリ
ハ

リ

ハ
V
A
V
A
H
V
Aリ
ハ

け

ハ
υ
H
V
Aリ
内

リ

ハ
U
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
凸
リ

一

q
3
戸

b

A

リ
ハ
リ

F
b
氏
り
弓
s
o
n
n
I
C
0

・i
Aり
’
A
凸
リ

F
b
a斗
A
G
U
’
ム
’
i
n
y
o
O
R
d
円
汐

Q
U

一
悼
惜
∞
川
加
飢
崎
明
川
口
昭
幼
伸
回
開
崎
市
拍
加
川
時
四
似
万

m
m
U

7
0
0
0
0
0
0
0
0
け

0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0

4

・

向
け
内
り
ハ
リ
ハ
リ
ハ
り
日
リ
ハ
リ
凸
り
凸
H

Aリ
ハ

り

ハ
H

Hげ
日
”
“
U

A
り

n
u
hり
白
け
ハ
リ
ハ
リ

A
V
A円
円
り
ハ
リ

0.0010 
(). ()()25 

1 .0194 
0.0058 
0.2567 
0.0284 

。‘049,1
0.0019 
0.0025 
1.0049 
0.2274 
0.0076 

0.0026 
0.0123 
0.0015 
0.0004 
0.0004 

0.0017 
0.0076 
0.0013 
0.0017 
0.0013 

O.OOlfi 
0.()()10 
0.0012 
0.0156 
1.0713 
0.α）31 



1971010044.TIF

B2= (I-A22) 1 2 表付

0.0000 
0.0026 
0.0 
O.O()(i/i 
(). () 

1.0019 
0.0 
0.0039 
0.00似）
0.00仰

0.0043 
0.0 
0.0伐）(i

0.0292 
0.0027 

0,0000 
0.0072 
I.（凶；4
｛｝｛｝ 

0.0 

0.0 
0 .0 
0.0106 
0.。000
0.0000 

（）.似同；1
｛｝｛） 

0. 0025 
0.0805 
0.0020 

糖
コ

料
品
ミ
ロ
山
カ
ス
道
翰
伝

ノ、

学肥
油供

'" 事日Jl, 

nunU9dTA9“
 

のん

q
O
内

O
d
u
τ
A件A

1
2
0
0
0
0
0
2
5
4
2
0
0
4
3
8
9
0
0
7
3
1
0
0
0
0
3
2
2
2
7
－
 

幻

万

同

m

m

m
四
回
叫
叫
∞
∞
羽
田
町
四
川
世
間
∞
印
刷
郎
竹
内
田
嶋
市
川
山
田
叩

m
m
m
u
一

唱よ

1ム

1
A

四

一6
1
0
0
0
0
5
7
3
9
0
8
0
2
2
4
7
8
0
1
0
9
8
9
0
2
1
6
3
1
5

一

E
m
討

切

言

倒

m叩
ロ

盟

関

的

η
別

的

思

器

邸

泣

認

立

竺

，p
’’

E

匂

－

B
一I
l
l
1一i
A出
J
川
州
問
N
川
川
川
l似
l削川叫
4
N判
叫
叶
！
刑
川
州
問
削
叫
川
判
3
1イ山
l川
叫
川
町
出
刊
「

0
7
J叫
山
川
副
パ
m
H勺
！
引
幻
州
出

q川
叫
川
叫
州
｜
一

目

e

・

・

“

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

：

一
5
0
5
G
2
8
9
6
5
4
H
5
9
5
0
0
G
3
2
7
7
9
7
3
0
7
0
0
一

一
2

4

4

q

、
2
3
9
6
7
7
8
5
5
5
6
4
2
5
5
1
1
5
5
0
n

一

3

一
ー
ー
l
f
i
l
i－
－

1
i
l
I
l
l
i
t－
－

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
l
l
1
1
1
1
1
1
l
l
l
l
1
1
1ー

l
i
t
i
t
i
l
－－

一

一

9
0
0
0
0
0
6
7
8
7
6
8
0
1
q
u
5
5
4
0
7
3
4
9
7
9
8
1
7
0
8
4
一

度

一

4
一

9
0
0
5
9
9
1
H
3
0
7
2
4
5
1－0
6
H
2
8
5
3
3
7
5
7
0
2
一

3

一2
5

じ

5
3
9
9
6
5
9
0
5
4
9
8
7
0
6
7
8
7
8
8
5
7
8
7
9
4

一

一

噌

E
a

－

‘

，

4

一

付
寸
1
1刈
H

J

N

U

M

m

d

j
引

4
罰
則
川
刈

d
J
4
4剖到
5
d
g門小
ぷ
刈
ー
一

n
h
m
m澗
伺

∞

mm
凶

即

位

閉

師

団

叩

間

部

仰

回

開

邸

内

初

白

M
r
m
町
田
山
田
回
一

－EA

唱
E
A

－

－1
0
d吋
寸
吋
引
u
d－
－
川
』
吋
寸
刻
川
町

q
i到
叫
同
叫
寸
刻
訓
斗
4

・

2
十

1
4
3
1
i
9
2
6
H
1
3
1
0
3
7
6
0
H
4
2
7
8
7
3
3
2
3
9
2

一

2
5
4
R
9
9
7
7
5
4
6
1
7
G
3
6
5
0
n
5
5
4
5
5
2
2
5
6
7
7

一

I
l
i－－

ω叶
哨
刈
川
川
川
川
川
川

i
N切
d
4
N
M
J引
4
副

i
叶
司
什
叫
川
町

ω叫
剖
叶
！
刻
円
引
判
川
判
刊
日
司
1
剣
叫
叶
剖
州
司
d
引
哨
H
l引
引
制
配
叫
引
利
引
判
州
「
」

幻

一

加

市

川

∞

m即
日
目
白
山
町
山
内

5
創
出

ωmmmmH
∞
山
山
田
町
叩

mU
倒

m

n
向
日
目
別
均
一

叫

1

A

1

4

1

4

一

｜

｜

り

わ

l
州

付

q
J
N
4
J引
到

叫

lm州
側
判
。1
1
4剖

q
q引
7
d州
側

r
5
G同
4U24ω
｜一

・i
μ
0
7
1
0
3
3
9
A
r
u

－
Q
4
6
0
0
2
4
4
5
3
3
0
3
1
1
7
9
－

1

、t
G
0
9
0
n
3
3
6
H
8
1
5
5
4
7
0
7
6
9
9
8
7
3
1
7
7
8
1
一

唱－

1

4

一
1

一

｜
｜
｜
一

Fμ
‘
E
町

C
c
u
U
4
0
4
1
6
0
7
7
0
5
4
0
9
0
4
3
1
9
0
5
2
7
9
0
一

け

M

，
川
品
川

O
に

H
9
5
1
1
6
6
3
0
7
1
0
9
3
5
7
4
8
1－0
2
6
7
3

一

1

「
f

O

9

1

2

3

5

6
パ

1
時

5
2
7
5
8
G
9
9
H
7
3
3
7
6
7
1

一

1
 

1

1

一
j
t
A
q
川

M
m
d
s
q利
引
！

3
G刈
刈
1
2
j
n
d
0
1刻
川
引

i
1
4
4引

4m創刊ペ一

回

一

郎

引

川

口

m何
日
臼

π鈍
∞
必
団
的
必
花
的
問
的
m別
抑
制
出

m
m
m
m
m
m
阿
川
楠
却

tt

可

i

唱

i

↓

i
り
1

1

A

J

4

4

1

0

9

6

d

制
オ
7

1

；
9

5

9

仁

川

一

…

附

川

同

必

開

店

k
m
s出
市
制
伺
∞
耐
幻
抑
制
同
州
日
紅
防
犯
打
刊
日
一

唱

a

A

h

i
n叫
川

州

o
o
q創
刊
3
i引
制

q
u
q
i・4
．
例
制
例
。
i
矧
引
引
判
剖

a
a
－－4訓

到
司
剖
刊
叫

ω
川
甘
ん

A

m

噂

位

回

開

河

内

川

見

湖

江

悦

地

肌

唯

力

低

限

弛

河

J
1
帥
ω肌
乱
礼
泣

ー

炭
M
柄
缶
缶
詰
料
料
維
織
板
品
ロ
山
口
問
品
ロ
問
品
日
開
ト
品
品
品
鱗
品
品
械
械
械
業
築
ス
明

ム
K
H

織

製

濃

製

製

制

民

間

製

酬

明

を

〆

一

、
一
ル
リ
引
制
作

μ
k
l
t裁
判
け
ハ
子
ン
J
リ
r

J

1

製
原
判
決
機
同
建
一
不

バ

食

調

ロ

ケ

・

修

紙

同

同

薬

ハ

化

〆

・

ぺ

3

鉄
f
h
他
成
…
帥
造
材
作
ホ
ト
レ
日
他
メ
ン
ス
制
銀
他
気
送
他
木
他
類

ツ

の

め

－

v

，

の

メ

一

寸

の

h
H
ハ
マ
そ
ヘ
ハ
そ
人
紡
製
本
ハ
皮
ゴ
時
そ
セ
セ
ガ
そ
鉄
鉄
そ
純
一
h
輸
そ
し
人
そ
幻

川

M
川
口
問
幻
辺
部
川
“
お
お
幻
∞
m
m
m
沼
M
A

お
山
拍
幻

m品
均
的
明
日
制

U
K伯
、
必
円
引
仙
明
日
目
白

42 



1971010045.TIF

1
2
り

0
2
4
1
5
2
2
5
Q
H
O
7
9
9
0
0
9
4
3
5
2
3
3
5
7
8
3
一

日

1
2
0
H
7
9
8
H
6
7．
ふ
3

0
．＆

7
0
0札広

1
4
1
弘

8
2
4
3
6
9
一

5
一

1
9
0
9
9
7
9
4
9
9
5
0
9
5
6
5
8
9
7
6
8
9
5
4
印

9
↑

）

一

1

－

i

l

l

ー

υ冶
一

A性
巧

tAMAHAUAHvnvqaaqnonLOOAリ
白
リ
ハ
リ

0000AUAUFhUAU句
i
A
U
Aり
の
唱

uqδ
句

A
a
－co
一

I

：

・

・

・

・

・

－

－

－

－

－

－

－

－

－

z

a

－
－
－
：

H

7

1

0

0

0

3

9

9

6

2

5

0

－9
3
0
0
9
1
9
5
4
2
2
8
9
5
一

：
E

5

9

。O
O
H
H
H
9
9
2
6
v
H
9
0
8
8
7
5
8
6
3
9
9
9
7
一

・

乃

げ

比

宅

Bム噌

E4噌

Eム官

BA

一

川町

i
引
訓
刊
以
i
o
i
N叫
到
4
0
町
J
剖
M
0
4
m

「
川
同
ω
イ
ハ
｜
問
η
引
円
創
刊
2
9
2
9
0
7
一

1

1

：

：

；

・

；

・

・

：

：

：

－

一

｛
一
一
む

6
9
5
0
0
8
1
7
1
2
0
3
m
7
9
0
0
8
6
5
4
4
7
6
9
2
9
↑

一
d一

7
9
7
5
9
6
7
9
8
9
2
6
U
8
9
0
9
9
9
8
9
9
2
8
9
9
6
一

－

噌

S
A

干

一i
l
j制川叫出川吋叫剖
4｜
割
引
司
羽
川
矧
N
q！
訓
州
出
羽
』
川
叶
．
4
引
同
日
q
1
4引
引
川
町
倒
州
問
州
司
明
到
川
町
l
一

一
げ
一

4

5

1

3

3

1
．L
6．
L
o札

7
．5

…3．6
．仏
9

ふ
れ
3
．＆
7

6
．生
0
．4
0
9
一

ど

乃

H
H
8
1
9
9
7
R
8
4
8
ν
9
6
5
8
7
8
8
9
7
1
4
0
7
9
8
一

τ
，

ム

一

パ
刊
剖
川
川

44刊
3
d
qイ
d
叫
叫
31訓
川

氏

d
m刈
刈
刈
刻
刻
円
引
の
ぷ
刻
刻
U
一

一

ぷ

刊

山

刊

行

部

倒

的

出

肝

肝

∞

m出
お
一
切
川
田
∞
同
町
ω

∞
w
m
m
w
m
m
m
m
m町
mmmM別
叩
四
一

1
1

唱

i

一

0
・h
O
0
3
0
0
0
8
4
4
7
0
8
5

－6
7
0
9
8
5
3
3
1
6
1
3
8
2
3
一

6

5

7

1

0

0

0

，0
．1

o

s

－
－
一

1
1
0．0

5
札

4
8
3
9．仏
8
．2
0
＆
一

ィ

4
7
1
0
8
7
H
6
9
8
0
n
6
v
o
n
7
0
9
5
9
9
9
8
9
2
7
7
9
3
一

4目
白
血

1BA

－

nJ凶
川
け
叫
け
川
け
川
リ
ハ
げ
ヴ

dQH内
フ
ヴ

d
内

δ勾
d
Aけ
山
口
令

d

－4圭

AVAリ
ハ
リ

8品

ztA乃
dnd仰
d
Q
H
1
i
q
J
o
o
h汐
nu

一
必
日
…
山
．

m

m

出
向
制

1
1
n
m
m
m札
一
均
一
切
…
川
．
別
．

1
一開

mmm目
見
訪
日
ぬ

m
m
m．m肌

m
f

i
l－
－

J4JP叶
州
州
出
什
J川
川
付
叶
4
什川
J
川
q

q
剖
1

d

百
円
q
u
i－

ω
円
引
創
刊
州
司
1
J叫副叫
U
円
引
刈
羽
川
1
一

一

1

・

む

7
5
A
h
O
0
2
7
ふ

2

0

1
日

t
h
7
0
7
2
7
3
9
0
5
0
5
5
9
1

ノム

J
r
J
I
A
U
6
っ
JF
汁け
J
り

ο
日

2
ワ

】

ぶ

り

に

口

5
w
b
q
u
H
ι
り

quOO
ワ

μワ〕
H
aり
ヴ

4
2

噌’A

0
2
n
o
J
J
q
η
4
2、
り

0
7
0
一
付
則
I
2
0
7
1引
l剖
引
什

α割
引
川
1
2
2
5
8
4
7
一

的

Ai
－

－

仏

6
0
n．9
一
均
一
仕
上
仏
々
し

a
i
ι
6
9
Q一仏内札口札

L
＆
3
2
0
0
1
一

4
1
ρ
竹
内
ヲ

1
0
6
6
7
6
7
8
5
3
8
7
6
6
8
9
0
9
9
2
2
9
8
9
4
一

一

唱

ι

4

4

g

A

－

J
1
1川
州
司
ω
－
q
d，引
a
n
d－
別
対
q
g国
側

引

例

q

J
什
4
羽
叫
司
什
斗
刻
刻
削
州
引
J

W

5

G

A

札

5
Q
札

2
抗

υ
P
2
i
K
0
．0
．9
9
6
0
0
4
4
5
7
6
G
一

“H
5

1

4

5

4

6

1

伝

6
0
4
8
9
7
9
9
1
2
6
6
7
1

一

一
ト

1
1
0
1
J
1
1
J
1
1
3州
北
斗
ー
到

t
d
J
3
1
1

一

渋

川

州

抑

制

白

川

出

打

柿

7

m

m
出
関
前
九
開
竹
内
側
郎
内
却
羽
山
間
関
前
お
一

一18111141叶
川
叶
叫
州
勺
」
川
凶
川
｛
引
叫
叫
吋
叶
J
刈
羽
川
川
寸
什
川
引
叶
叶
刻
1
0
6｜
刻
創
刊
刊
剣
刊
叶
J
司
例
制
引
2
J刊引勺一

円

H

1
．H汁
ハ

札

仏

1
1
1
0九

ι

H

1

L

H
‘

7
仏
L
1
A札
1
3
0札
2
4
2
Q山日．
7

G
H
H
6
H
7
ρ
h
6
8
N
1
7
H
7
5
9
H
C刊
行

6
6
1
2
7
7
7
7

4
2
0
0
0
0
0
5
5
G
3
2
0
6
0
2
0
0
0
8
5
0
2
9
4
2
3
0
1
一

一

%

冗

怖

泊

目

弘

前

沼

肌

拡

飢

孔

羽

乱

開

悦

回

同

町

侃

肌

却

必

掲

担

問

日

一

一

司

i

’i
’i

1
1
1
1引
叶
河
汁
叫
川
11M川
州
ヰ
ペ
4
｜
引
川
川
Hid
－q

訓
J
W
0
4川｜
3
3
J
4
4

刈，
H
．
可
制
引
川
1

れ

6
刊

の

0
4
H
O
L
H
O
H
e
A仏
ハ

フ

ハ

可

E
O－－
5
1
2
1
J
n
リ

4
5
2
1

4‘
は

い

内

u
J
P
U
Q
O
ぷ
《

h
Qい

md叫
、

r
J
A地
ウ

’

qvAり
qu
白

UQNUい
O口
つ

μ1‘、
h
n
b
Qり
に
け

1
 

1！
）
引
司
叫
桜
町
J
間
引
制
割
引
11州
到

倒

掛

川

詩

句

研

引

副

頭

必

引

引

gdo割
引
9
i一

M
川

口

町

伺

∞

町

%

関

内

町

拡

弘

均

四

位

m
m
侃
抵
抗
肌

uk出
初
旬
回
伺
一

’EA

一

ー
オ
川
l
o
川
ω
1
q制
割
引
判
叶
イ
剖
訓
州
ω
1
4
Uい
i刊
の
バ
訓
l
G
4
F
4訓

W
5
2
l
u吋叫

H
J

2

1

4

0

6

2

5

G

2

1

2

7

Q

7

0

8

1

向

3
3
5
1
U
2
1
9

－

3

7

り

5

9

り
り

7

9
向、

5
9

リ－

H
5
8
9
7
U
9
2
3
H
8
9
－日

一ll111司
4
1
1
1
2
4
1
1
3
』

3
1
1一

一1
H

4

6

0

2

2

9

4

7

6

6

0

8

6

0

1

8

1

7

2

4

3

8

4

2

0
一

一つけ一

6
H刊

6
0
9
7
7
9
9
斗

6

0

9

“6
9
8
7
6
8
2
3
8
8
9
7
－

噌
E
ム

噌

目

目

品

l
引
引
川
川
川
l例
刈
「
川
河
l

引
1
q
H
A
H
J
m
N
M

ベ
川
J
1
1
4．，引げ
7
引

4

q
自
問
引
ω
つ

一

泊

間

引

関

側

関

市

岡

捕

佃

伺

叩

何

%

π

印

n
m別

m
M卯
四

回

初

削

Mmμ

一

τ
i

一

一l
i
f
t州

4
1
4
1
1
3
8
1
4
4矧

6
4
1
1

部

印

内

ω

3

山m
州

制

初

日

mw
河
川
剖
山
川
帥
白
川
叩
川
明
日
開

4
u
η
回
目
白
一

－L
y

i

－
 

39 

0.0102 
0.0137 
0.0003 
0.0 
0.0 

0.0 
1.0007 
0.0200 
0.0000 
0.似ゆ0

0.1556 
0.0037 
0.0247 
0.0206 
0.0013 

33 

0.0000 
0.69りふ
0.0 
0.0 
0.0 

0.0 
0.0 
1.0124 
0.0000 
0.0刷。

0.0160 
0.0 
0.0012 
0.0280 
0.0022 

七

∞

和

総

∞

∞

駒

山

叩

開

H
叫
口
一

o

∞
お

0
0
0
0
0
鈎
∞

o
∞
∞
附
田

j

‘
．
 

hu“
リ
ハ
リ
ハ

HAリ
白
リ
ハ
リ
ハ
り
の
り
白
り

Aリ
24白
川
ハ
リ
白
り

。7
7

0

0

6

9

6

3

一

朗

剖

但

∞

∞

訂

削

白

川

川

－

AwdhUAU“
υ“
り
れ
リ
ハ
り
向

U向
UAUAU
唱

AAUれ
り
“

UAり

4

・

内
リ
片
付
山
げ
ハ
リ
ハ
リ
内
リ
ハ
リ
内

UAUAけ

2iHU山
Uハ
Uハリ

一

日

目

ロ

白

山

刊

日

明

品

目

白

山

目

立

一

ワ

4

1

1

6

4

t

｝

D
2
1

2
0
0
0
0
り

0
0
0
4
1
U
0
0
0
印

4

・

ハ
リ
ハ
け
ハ

H
H
H
H円
ハ
け
ハ
日
ハ
リ
ハ

OtB
ハり

AUハ
リ
“
リ
ハ

HV

－
1

－
2
0
pり

0
5
5

0

r

H

4

3

0

0

6

6

2

 

可

4
1
4
n
4
n
u
d
h
H
ρ
り

ハ

U
’i
Hげ

1

0
り

0
0
り

0
0
0
2
0
けノ】

0
0
0
り

j

－
 

r
o
o
o
u
H
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
 

51 

0.0000 
0.似）74
0.0 
(). 0 
0.0 

0.0 
0.0 
0.0108 
0.0003 
0.0008 

0.1074 
0.0 
1. 3381 
0.0180 
0収）38

52 

0.0000 
0 .091:‘i 
0.0 。0
0.0 

0.0 
0.0 
0.1339 
0.0002 
0司鋭治5

0.0063 
0.0 
0.0034 
1.0397 
0.0050 

53 

0.0α回目
。目0051
0.0 
り.0
0.0 

0.0 
0.0 
0.0075 
0.0000 
0.創)0()

0.004:, 
0.0 
0.0009 
0.0403 
1.0008 

43 



1971010046.TIF

一
3
0
0
0
0
0
3
0
4
1
1
4
0
0
0
0
2
0
0
0
0
6
0
n
り

ρ
H
0
7
0
0
1
5

i
 

3

一
0

0

2

1

1

5

0

0

1

4

0

3

3

1

4

一

句

Ea
・

－
－
｜
「
判
断
即
日
明
利
d
u
i
－
側
副
知
町

U
J
i
g－
創
刊
日
馴
N
m
J
q叫
叫
川
出
川
州
問
l
川
叫
割
引
見
出
川
J
q凶
河
川
H
司
副
凶
川

’A

－

－

－

－

－

－

a

・

・

・

・

・

・

・

・

・

3

一
0

9

5

4

0

1

0

0

1

2

1

1

1

0

2

9

3

1

q

α

q

d
刷
弓
β
一5
5
3
5
0
q川

5
8
0
0
0
3
S
A
3
ι

－一

7
Q
2
3
3

2

一
0

1

5

0

0

3

3

0

6

0

0

0

2

3

0

1

2

9

4

4

2

9

｜
｜
｜
「
l
i－－
l
i
l
i－
－
5
1
1
1
1
1
1
F
i
l
i
p
i－
－
－
－
－
－
－
－
｜
｜
（

1
1
1
1
1
1
l
l
l
l－－一

o
o
m

・

－

－

－

E

．

．

．

 

‘．

B
 

．
．
 
，‘ 

’

m
2
一
0

0

2

1

1

4

0

0

1

4

1

6

1

0

2

一

l川
一
口
一

0

6

3

1

1

5

1

1

1

1

4

1

0

1

7

4

3

1

6

ロU

一，
d

一

。

ん

τ
A

一

j

－

｜

一

LM
一

一

8
0
0
0
0
0
6
3
2
1
0
0
0
0
0
9
6
0
0
0
0
9
1
0
1
0
0
0
2
1
8
一

品
一
お
一
仏

1

2

2

α

L

仏
Z

仏
L

1

3

2

L

3

一

D

一
：
一

2

一

三｜
J
9
0
0
0
0
0
3
6
4
0
7
0
0
0
0
0
3
l
o
i
－

－

2d－
－

M

明
記
一

0

6

5

7

6

1

1

0

1

1

1

1

0

1

B

一；

v

I

一
一

7
0
0
0
0
0
1
2
2
3
6
8
0
0
3
2
7
0
0
0
4
2
7
1
4
1
7
1
4
6
H
H

一
弘
一

2

p

h

ι

L

仏

O
H
7
A札

4
L
1
4
n
L
3
4
3
5
L
1
ι
3
G
一

pa
一，
4

一

弓

’

OL“

t

i

t

A

つれ
M

一

一

一

’

i

ー
；
守

P

一
6
0
0
0
0
0
0
0
7
8
3
1
0
0
0
3
6
0
0
0
0
3
8
0
5
0
5
0
0
5
7

義
一
泊
一

o

m

＆
L

比
0
．

3
仏

瓜

1
＆

仏

以

2
L
比
一

付
「
川
コ
引
叫
ω
i
o
l
q凶
利
引
ぺ
叶
刈
叫
叫
叫
斗
刈
川
川
刈
斗
刈
1
刈
川
判
。
訓
刈
iGiz－－

F
U
一
7

3

2

3

3

6

7

2

5

2

5

2

4

4

G

1

2

3

3

5

8

5

6

h

J

m

l

 

町

一

4
9
0
0
0
0
7
0
H
I
H
l
o
o
s
－－
2
1
0
1
5
9
3
9
7
4
1
9
7
4
9

寸
江
一

3

2

9

0

2

5

4

1

2

1

1

1

9

1

3

6

2

1

3

4

5

9

6

4

一，
4

一

唱

i
唱よ司
i

句i

寸

i

噌

i

「
1
1寸
q
M
d叫
d
l
l
q判
4
H
U－－

a掛
川
叫
剖
1
U引
3
か
0

引
引
刻
刻
制
i
割
引
制
訓
叫
剖
1

一

ゆ

句

E

ム唱’
A

咽
E

ム
句
’
i
t
s

－晶

一
回
一

2
6
．

i
n
L
＆
7
．0札

L

2

9

仏・
4
5
0
0
L
2
2
L
4
G
3
1

－

｛

1
2
0
0
1
0
0
6
3
1
2
9
0
0
7
7
H
ハ
H
0
0
7
H
7
G
1
4
3
6
2
2
5

一
ク
一

2

1

3

0

7

6

H

9

0

4

6

0

0

3

o

o

－
－

3
0
5
7
4
9

一
1

3

6

T

A

l

l

i

－

－

一
一

7
1
0
0
0
0
8
8
2
4
2
8
0
0
0
1
G
1
0
0
7
7
、h
H
7
9
1
2
H
4
G

一
時
一

z
s

見
回
．
払
M
．1

広

0
．

叩

m
m－
a

4

0．
o
l
－
－
ロ
．
4
1
4
拡

一

台

司

自

＆

一

一

5
0
0
0
0
0
0
4
7
6
1
7
0
0
0
8
4
0
0
0
0
H
9
5
6
0
0
7
1
5
0

一
比
一

0

0

5

0

1

7

3

5

4

5

1

0

0

1

0

2

2

4

3

お

一
1
一
（

5

1

1

5

2

仰

向

噌

E
A

一
一

0
0
0
0
0
0
0
5
2
0
0
5
0
0
O
H
1
け

A
H
0
0
2
1
0
G
O
H
O
4
3
1

…
0

一

0

2

5

5

乙

1

1

1

2

0

3

2

2

7

－1
一

4

1

1

2

一
戸
一
切
鉱
缶
缶
詰
料
料
維
議
板
口
即
日
間
日
間
口
問
品
品
日
間
ト
ロ
閉
口
叩
品
鋼
日
間
日
間
械
械
械
業
築
ス
明

一

一

ム

缶

繊

製

製

製

製

製

製

製

製

佳

〆

一
一
属
ン
一
品
味
収
制
合
等
一
川
製
製
同
学
ン
ト
同
渦
製
属
機
機
一
一
連
一
不

一

一

グ

食

湖

町

山

・

・

除

以

間

同

薬

．

t

・
汁
－

h

z
・十

一
P
O
レイ

J

山

食

造

4
．
．
．
．
 

山
］
」
〆
ス
ー
は
山
一
叫
送
他
’
K
也
HH

一

、

心

川

成

噛

1
け
山
本
ム
ー
川

J
ブ
唯
j
川
，
；
ー
の
ベ
ペ
川
dT

一

句

3

L

y

d

・L
e

f

t

－

－

m

u

y

y

u

 

↑
一
石
非
パ
7

そ
合
そ
人
紡
製
木
パ
皮
ゴ
民
3

そ
セ
セ
ガ
そ
鉄
鉄
そ
機
電
輸
そ
土
そ
分

一
一

m
H
M山口
m
a
n
m判定
ω

部幻
m
m
m
泣
型
宗
幻
綿
布
A
M
訪
日
刊
円
五
一
財
団

il
一

0
9
0
0
0
0
0
H
0
0
0
0
0
0
8
一

q

u

a

－

－

－

一

q
u

－

ヮ

“

ヮ

a

O

O

凸リ
4
品店コ一

2

6

8

9
一

、リ一

J
－

0
7
0
0
0
0
0
6
1
5
7
0
0
0
4
一

切
一
回
一

4

5

L

Z

A

t

5

．以内土

一，
g

一

9

9

1

6

3

8

9

7

一

－E
一

一

0
2
0
0
0
0
0
5
6
7
9
0
9
6
1
一

庁は－－
i

－

－

－

－

－

－

－

’u
ー一

EU
一
内
O

’AOD
内A
n
y
n
v
A
U
η
O
一

込
専
一
一

6

7

7

8

9

7

7

一

（

一

一

0
5
0
0
0
0
0
6
0
0
5
0
5
6
1
A
一

一向げ

Q

U

Q

O

G

U

内U
1・a【
J

弓4

一

一
Fb
－

A

u

d

h

y

n

O

A

り
COぶ
O
つけ一

一

一

守

i

一

一
l
一日り

tム
nuAり内
U
Aリハリ
A吐白リハリヴ
dAUqdqdqJ

：

ご

一

一

一
4
一

5

6

8

4

5

3

一

「
11；一
1
1
1
1
8
1
1
1
1
1
1
8
9
6
6
4
一

一

一

0
3
0
0
0
0
0
6
7
0
7
0
8
3
2
一

一
qJh
一’
A
n
o
n
d
n
u
d
A
U
F
O
巧

gn4RU
一

一
4
一
9

5

6

9

0

8

8

8

5

一

一

一

唱

i

一

一

6
8
0
0
0
0
0
7
8
0
1
0
1
H
6

一4
一6
8

9

9

2

九

3
4

一
？
一

P

5

1

i

6

9

1

9

3

4

一
3

－0
5
0
0
0
0
0
6
．0
0
3
0
0
．J
l

一
3
一

四

mm

臼

お

叩

hm

一l
一9
3
9
0
0
0
8
6
0
0
7
9
5
7
5

『
［
『
・

一つり一

n，，
Q
J
F
O
G
d
p
b
n
u
凋告白りつけ
Qも

寸

7

3

9

5

8

9

9

4

2

D

一

0
7
0
5
0
0
0
1
0
0
0
0
0
2
8

，U

一0
7

2

0

7

7

0

0

2

B

一2
一

2

8

0

3

2

4

8

6

一

－

3
6
0
0
0
0
0
6
8
0
9
0
0
5
1

4

一

四

一

見

肌

伺

礼

町

m
a位
必

薮
一
パ
一

urれ
J
1
0
6
0
0
8
0
G
7
H

l

t

』

7

・

叫

u
u
f
I
i
Q口

n
u
d
e
A
1
0
A
M
T
i々
iμU

A
T

一

1
4
H
U

つ

旬

、
i
F
Dに
UFO

↑

0
7
0
0
0
0
0
3
0
0
3
0
G
I
り

一

日

戸

邸

∞

総

mm

担
問
引
回

一U

一引い
0
0

引
o
o
j
0
3
0
2

一、
I

A

U

U

Q

け

q
δ
q
d
qけつ

iリ

一

ハ

日

っ

け

z
u
o
n
ウ
4
C
O

一

6
9
0
0
0
0
0
H
O
O
7
0
G
1
6

一
1i
一ハ日

R

u

t

－
げ
弓
δ

リパい

1iti

一
一
9

3

4

4

2

6

2

一
一
鉱
ス
糖
コ
料
品
ミ
口
川
カ
ス
道
輸
信

一

司

ガ

2

一

然

肥

製

事

一

以

天

バ

ペ

ミ

一

，

一

｜

一

、

J
H
レ

一

【

油

ノ

一
一
金
石
塩
砂
タ
酒
化
石
ア
ア
泊
ゲ
水
運
通

一
一
日
四
日
日
目
別
羽
詰
狙
位
。
印
日
回
日

44 



1971010047.TIF

一
5
2
0
0
0
8
3
0
0
1
1
7
0
0
0
3
8
8
3
2
0
3
5
2
6
1

町
一
仏
仏

L
0．

0．
仏

L

仏
仏

L
L
0
0
4
4
2．
0

）

一

白

r
o
↑

円

。JT
I
l
i－
－

1
1
1
1
1
1
1
1
i
l

一

一

品

リ

hununリ
凸

U

凸
リ

nuhununuAUPUAリ
AUhリ
凸
り
凸
汐
ハ

ununリ
白

り

Aり
白
り
白

V向
。

4生

位
一

M
一

L

仏

Z

（
－
1

［

1

1

1

｛

↑

 

一

一

2
4
0
0
0
0
0
1
7
8
3
4
0
0
2
6
7
1
0
0
3
5
8
5
3
2
9
4
1
6
3
一

J

J

・

－

：

；

J

J

・

－
F

一
従
一

1
0

お

∞

a
m
o
団

1

U

2

日
0
0
0
2
0
1
9
2
3
0
3
M
一

一
－

4
E

＆

－

一

一

4
0
0
0
0
0
0
0
8
3
3
4
0
0
9
1
1
0
0
0
0
6
4
0
7
0
8
0
6
9
6
一

一
7
一
弘

5
1
L
L
＆
仏

2
A仏
L

A

仏

L

n
札

L

q
ん
な
し
一

一daτ

一

↑

弓

saunUAリ
白
リ
向
日
。
“
戸

3
4
竺勾’

a
u
d・
白

v
’inV9hMGU氏
u
n
u
q
υ
q
d
Aり
Fhdoudヨ

Att－－
Aqoλ
－aqd
一

一
日
仙
一

3

9

m

飢
忠
弘
比

4
見

6

0

m

立
瓜

5
4
5
L
2
0
h札

L
A
r
ι
此
仏
側
一

一

咋

’

i
噌ム

a

q

l

A

I

A

唱

i
一

一
月

7
1
0
0
3
0
0
3
0
3
3
1
0
0
4
4
0
1
0
0
0
5
5
1
5
0
5
3
4
0
9
一

｝
征

1

4

3

0

3

9

7

7

1

5

0

8

9

1

0

1

0

0

6

4

7

3

5

一

4

4

q

d

A

宮’A
1

4

1

4

一

守

i

F

U刈
釧

q
o
d叫
3
叫
寸
外
側
凶
4
7
3
4
q
q
叫
叫
8
1
3
1
3
5
β
1
1

一

一u
H

一5
9

却

仰

田

副

部

n

n

n

o
節
制
品
開
必
田
川
叫

m
0
8
1
0
5
臼
泊
目
白

m
u
一

」

da－－

1

2

3

1

1

3

1

1

一

1

一

川
引
川
川
o

川
川
引
制
川
叫
引
引
川
7
3
5
0
0
o
l
i
o
4
0
5
1
7
5
2
一

一
β
～

L
Z

仏
＆

4．
Z
1
9ん

G

1

4

L

日
仏

L
仏

A
1
4
9
L
4
2
7

一

一

4

一

号

d

可
i

可
i

｛

－

－

－

－

 

一
4
6
0
0
7
0
9
4
H
5
0
7
0
6
5
4
1
3
3
0
5
8
6
1
6
7
0
8
4
9
7

叩

一

品

γ

5

a

部

肌

4
5
m
乱

回

2

3

．m引
払

肱

拡

誌

肌

肌

0
0
2
3
4
札
押
し
的
問
阻
「

1

3

2

1

1

2

1

2

一

I
1
1
1例
制
斗
刈
川
崎
C
M
ω
4叫
叫
叫
司
イ
叫
引
制
判
以
d
d引
制
i
i
刷出
m
G
5
9

－

mm
唱

4
6

お
∞
∞

m
m
m抑
制
部

3
U
C
ぬ
れ
出
回
印

8
0
か
3
2
3
M
M
お
お
臼
一

一

：

2

3

2

2

2

5

2

1

一

弓

句

i

－Il
l
i－
－

1
i
l
l
l
i－
－

I
l
l
i
t－
－
－

l
i
l
i－
－

I
l
l
i
t－
－
－

1
l
i
l
l
I
l
l
1
1
1
i
l－
－

I

l

l

i

－

－

l
i
l－
－
 

ん

4
5
0
0
0
0
0
5
7
1
7
G
0
0
0
7
7
0
0
3
0
4
0円
9
7
1
7
1
H
1
9

－
同
市
一

0

0

0

仏

5

4

7

4

6

6

0

1

0

ι

1

4

5
仏

L
1
2
2
3
8
8
1
一

一

：

一

0

0

7

5

3

8

8

2

1

1

1

9

一

一

戸

噌

i
唱

i唱
i

唱

i

寸

’…

3
0
0
0
0
0
1
H
5
0
0
n
O
0
0
0
0
4
0
0
0
0
6
9
0
0
0
6
0
1
0円
3

一

1
u
 

－
3

一0
9

4

3

1

3

0

o

o

－

－

0
1

一

1
1
1
t
d勺
4
q刊
訂
「
引
制
d
引

q
d｜
割
刊
日
制
釧
｜
創
叫
ω
4
q
J別
刷
刻
。
判
i
割
引
引
d
J明
訓
J

M
岬

一

1
0

印

仰

の

M
5
出

1

的
制
凶
叫

0
0
1
1
1
1
3
3
0
n
4
間
一

tahリ
ハ
リ
凸
リ
白
リ
内
リ
九
リ
曾
且

00今
Jnwdhり
AVAリ
白

リ

内

δ
A性
向
リ
凸

u
n
u
nり
白

wd
弓，Aリ
q
3
nり
の

GAUrD唱
inwd

5
－

0

0

7

7

1

2

4

7

0

1

0

2

4

2

8

 

内

O

h

h

U

4

4

1

一

噌

4

一

一
2
0
0
0
0
0
1
8
6
2
0
3
0
0
0
6
1
0
0
0
0
9
7
0
5
0
6
0
5
4
3
一

4

；
 

。
。
一
向
リ

q39h唱
i
9
u
hリ

nvnU

向
。
唱

A
A
U
O
G
q
L
’Ad伎
十

0 I O 
50.0 I 17.2 

O I 0.2 
1.5 I 5.9 
O I 0.1 

アジア経済研究所刊行…－

海 外アルミ資 源の鵠発
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援助の実態と経済政笠

原 号聖天編著

A 5 司同U／；η4頁／￥850

アルミニウム工業の現状と課題を概綴し，さらに資源[klの開発

状況を！？百別にとらえた好著。 71レミ ι ウム工業の現状と課題／

アノレミニウム製造用原料資源／アノレミニウム国際独占資本の資

1係機得競走／各論（ラテン・アメリカ／オーストラワア／東市

アジア／インド／アフリカ〉／その他

援助の効果を純粋な経済問題として計量的に捉えることが極め

E似重量な今ii，援助の実態を分析し，その実態にJlllLた総合的

な経済政僚が追及されなければならない。本書理論篇は援助JI女

僚の変遷とその政治・経済的背景を追跡 L，実態篇は，インド，

パキスタン，会事号の最も中心的な援助プロジェタトの分析を試

みた。
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